
サンプル

科目と学習方法の選択S t e p3

卒業所要単位
卒業するために必要な単位とその内訳を記載
しています。
各区分の開講科目の詳細は下表で確認しま
しょう。

卒業所要単位への算入および
その他単位修得における注意
事項は、教育課程表（カリキュ
ラム表）に併記されている注意
点で確認しましょう。

注 意

！

一般教育 36単位
人文分野 8単位以上
社会分野 8単位以上
自然分野 8単位以上

外国語 1外国語4単位（うちスクーリング2単位以上）
保健体育 2単位
合計 42単位

一般教育科目

履修学年 区分 分野 授業科目 構成単位 卒業所要単位

1 ～
選択必修

人文

文学 4

8単位以上

36単位

西洋史 4
日本史 4
哲学 4
東洋史 4
論理学 4

社会

法学（日本国憲法） 2

8単位以上

法学 2
経済学 4
人文地理学 4
自然地理学 4
政治学概論 4
社会学 4
文化人類学 4
心理学 4

自然

数学1 2

8単位以上

数学2 2
数学3　Ⓢ 2
生物学1 2
生物学2　Ⓜ 2
生物学3　Ⓢ 2
化学1 2
化学2 2
化学3　Ⓢ 2
物理学1 2
物理学2 2
物理学3　Ⓢ 2

選択 その他
基礎特講　Ⓢ 2 4単位まで履修可
放送大学単位認定科目 2 10単位まで認定可

Ⓢはスクーリングのみの開講科目
Ⓜはメディアスクーリングのみの開講科目

（注） 表中の色文字は通教テキスト使用科目（通信学習時）

構成単位
科目の構成単位を満たすと、卒業所要単位に
算入されます。構成単位が4単位の科目につ
いては、スクーリングで2単位を修得しただ
けでは、原則として卒業所要単位には算入さ
れません。

区分
各区分の違いについては［ ▶ p.42「2 授業科目の種類」］で確認しましょう。

履修学年
履修を開始できる学年を表します。記載された学年以上であれば履修できます。

「教育課程表（カリキュラム表）」の見方

教養課程および専門教育課程において開講されている科目は、教育課程表（カリキュラム表）で確認できます。
この課程表の中から自分が必要とする科目を選びましょう。なお、教育課程表（カリキュラム表）には、科目以外にも、次
のことが書かれています。学習を開始する前に必ず一読し、学習の道筋をつけましょう。

1  卒業に必要な条件（卒業所要単位）

2  学習を開始できる最低学年（履修学年）

3  科目構成単位

4  必ず履修する必要がある科目（必修科目）や、自由に選択できる科目（選択科目）などの科目区分
▶ p.44 「教育課程表（カリキュラム表）」 ▶ p.66「進級要件」
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実際に学習できる科目について具体的に見てみましょう。
ここでは、科目を選択する際に参照するカリキュラムとシラバスについて説明します。
学習できる科目を確認したら、学習科目と学習方法を決めましょう。

シラバスで各科目の学習内容を確認

教育課程表（カリキュラム表）で開講科目や卒業に必要な単位数などを確認したら、
シラバスを見ながらさっそく学習する科目を決めましょう。

通信学習科目
法政大学Webシラバスに掲載。

スクーリング学習科目
年に２回法政大学Webシラバスに掲載。

法政大学Webシラバス

法政　シラバス

学習方法を選択

興味がある科目について、①通信学習、②スクーリング学習のどちらで学習するかを選択し、学習を開始しましょう。
スクーリングで開講する科目は毎年異なります。

通信学習（テキストとリポートで学ぶ）
通信学習では、事前に学習する科目を大学に登録する、いわゆる「履修登録」の制度はありません（科目等履修生・
一部の教職課程科目などを除く）。履修科目を決めたら、さっそく学習を開始しましょう。

▶ p.18「通信学習の進め方」
　通信学習が可能な科目を確認しよう
▶ p.44 「教育課程表（カリキュラム表）」
▶   2025年度『通信学習設題総覧』  に掲載された科目 に掲載された科目

スクーリング学習（講義で学ぶ）
『法政通信』に掲載される手続き期間内に履修申請、受講料の振り込みを行う必要があります。
科目によっては定員が定められており、定員を超える申請があった場合は抽選となります。

▶ p.20「スクーリング学習の進め方」
　スクーリング学習が可能な科目を確認しよう
▶ p.44 「教育課程表（カリキュラム表）」
▶   法政通信 開講時期に合わせて掲載される各スクーリングのお知らせ
▶ p.142 「2 Web学習サービス」

※スクーリング学習でのみ学習できる科目およびメディアスクーリング学習でのみ学習できる科目は、教育課程
表（カリキュラム表）で確認できます。

• シラバスとは？ •
その科目の到達目標や
学習内容、成績評価基
準や指定テキストについ
て記載した補助資料で
す。これを見れば、その
科目で学ぶ内容を理解
することができます。

https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php
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卒業所要単位
卒業するために必要な単位とその内訳を記載
しています。
各区分の開講科目の詳細は下表で確認しま
しょう。

注 意

！

合計 42単位

履修学年 区分 分野 授業科目 構成単位 卒業所要単位

構成単位
科目の構成単位を満たすと、卒業所要単位に
算入されます。構成単位が4単位の科目につ
いては、スクーリングで2単位を修得しただ
けでは、原則として卒業所要単位には算入さ
れません。

区分
各区分の違いについては［ ▶ p.42「2 授業科目の種類」］で確認しましょう。

履修学年
履修を開始できる学年を表します。記載された学年以上であれば履修できます。

「教育課程表（カリキュラム表）」の見方

1  卒業に必要な条件（卒業所要単位）

2  学習を開始できる最低学年（履修学年）

3  科目構成単位

4  必ず履修する必要がある科目（必修科目）や、自由に選択できる科目（選択科目）などの科目区分
▶ p.44 ▶ p.66
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